
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦ解析後の逆極点図を解析する 
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概要 

 逆極点図は指定された方向の方位分布である。例えば、ND方向の方位分布図 

   通常ＯＤＦ解析後に表示されるが利用は少ない。 

   本資料では、ＣｕｂｉｃとＨｅｒｘａｇｏｎａｌを例に説明します。 

 

ＯＤＦ 

 扱うＯＤＦ解析は以下の５種類。   

  

 各種ＯＤＦ解析結果の逆極点図からＴＸＴデータを作成し 

  Ｃｕｂｉｃの場合、InverceCubicContourDisplayソフトウエア 

  Ｃｕｂｉｃ以外は、InverseContourDislayソフトウエアで解析を行う。 

  このソフトウエアでは方位の指定にマウス以外に手入力の InverseDirectionソフトウエア 

が使われる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣｕｂｉｃのＩｎｖｅｒｓｅ 

 Materialで Cubic->Alminumを選択 

  

  ODF解析結果を Exportしたファイル選択 

 FullInverse disp->Inverse data->ContourDisplayで逆極点図を表示  方位の手入力 

  

  マウスを移動すると方位をリアルタイムで表示、クリックで決定される 

  黒の＋はクリック位置、 赤の＋は計算結果の方位位置 

  （クリックから計算される方位は実数であるが整数にされた方位が赤の＋） 

   

 

 



 で方位の手入力 

  

 [112]を入力し、Calcで角度計算される。Cubicは、φ、β共 45度以内 

 RetuenStructureで方位位置を示す 

  

 ＣｕｂｉｃはＰｌａｎｅとＤｉｒｅｃｔｉｏｎは同一である。 

 



Ｃｕｂｉｃの方位計算（逆極点図を３６分割し積算、平均化） 

  

  

  

 方位を割り付ける 

  

  

  

 

 

 



Hexagonalのβ角度 

  

 この部分を扱うためβ角度は 30->60度とする。 

   

   



Ｔｉの解析 

  Materialで Cubic->Alminumを選択 

  

  ＯＤＦで解析し Exportされたファイルを選択 

  FullInverse->InverseData->ContourDisplayで逆極点図を表示 

  

  マウスカーソル移動をリアルタイムで方位を表示 

  

 



 アウスクリックで方位を決定        

     Direction>Plane  方位の手入力 

  

 で Planeに変更表示される 

  

 



Hexagonalの Directionと Plane の関係 

   

   return Structureで方位が表示される 

   



  

   return Structureで方位が表示される 

   

 Hexagonalの同一（φ,β）で異なる事もある。 

 逆極点図は Dirtectionであるが、NDに関しては分かり難いので DirectionPlaneが利用される。 

 Direction[1,1,-2,2] -Plane で(1,1,-2,3)と表示される 


